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１ 業務名

苫小牧市女性就労支援事業委託業務

[地域人づくり事業（雇用拡大プロセス）]

２ 目的

自動車関連産業をはじめとする製造業において、女性の活躍が期待されているが、女性

労働者の中には出産を機に退職し再就職が困難であったり、製造業の現場で働くことに抵

抗がある場合も多く、雇用のミスマッチが生じている。

本業務は、受託者が新たに雇用する女性の未就労者等(以下「女性未就労者」という。）

を対象に、企業実習と講義等の研修を組み合わせた人材育成を実施するとともに、キャリ

アカウンセリング等により女性未就労者の実習先企業等への就職に結びつけることによ

り、企業への支援及び雇用のミスマッチを解消することを目的とする。

※本事業における女性未就労者とは、苫小牧市において現在求職中となっている者とす

る。

３ 業務期間

契約の締結日から平成 27 年 3 月 31 日までとする。

４ 委託内容

（１）苫小牧市は、本企画提案における選定先と提案内容に基づく業務（以下「本委託業

務」という）の委託契約を締結する。

（２）受託者は、女性未就労者を 10 名以上新規雇用する。

（３）受託者は、女性未就労者に対し、就職に必要な知識及び技能を習得させるため、研

修受入先企業等への派遣によるＯＪＴ（職場実習）及びＯＦＦ－ＪＴ（講義等）に

よる研修を実施する。ＯＪＴは概ね４か月以上、ＯＦＦ－ＪＴは概ね１ヶ月以上実

施すること。

（４）受託者は、女性未就労者の賃金の支給及び労務管理を適正に行う。
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５ 研修場所

原則苫小牧市内とする。

６ 女性未就労者の雇用について

（１）対象者

苫小牧市内に居住する者で、現在求職中の女性。

（２）勤務条件等

・雇用期間 契約期間内で 5 ヶ月以上とする。ただし、業務の途中において自社及

び研修先等にて早期就職が決定した場合は、この限りとしない。

・賃金支給額 地域の賃金水準を考慮し、妥当な水準とすること。

・交通費 支給（受託者の労務規定による）

・社会保険等 社会保険及び労働保険等に加入すること。

・その他 労働基準法を遵守すること。

（３）求人について

本委託業務における求人については、原則としてハローワークへ提出すること。

７ 事業費の取扱について

事業費は、人件費、研修費及びその他経費とする。

（１）「人件費」

新規雇用者の賃金、通勤手当等の諸手当、社会保険料（雇用保険料、労災保険料等に

係る事業主負担分を含む。）

（２）「研修費」

ア 新規雇用者のＯＦＦ－ＪＴ（講義等）、ＯＪＴ（職場実習）の実施に直接係る経費

イ 研修機関でのＯＦＦ－ＪＴの場合

研修期間の入学金、講座受講料、教材費、研修機関までの交通費等

ウ 受託者自ら行うＯＦＦ－ＪＴの場合

外部講師謝金、旅費、教科書代や教材費、研修に必要な資材に係る費用等。受託

者が行う研修費には、研修に直接従事した既存従業員の人件費を含むことができ

る。

（３）「その他経費」

消耗品、その他事業を実施するために必要と認められる経費

８ 委託業務に係る留意事項

（１）提案事業に係る上限は、19,878,000 円（消費税込）とする。なお、事業費は予

算総額の範囲内で調整することがある。

（２）新規雇用者に係る人件費は総委託経費の 2 分の 1 以上を確保すること。

（３）受託者は、新規雇用者と賃金、労働条件その他法令等を遵守した雇用契約書を取り

交し、毎月勤務実績に応じて所定の賃金を支払う。

（４）受託者は、個々の企業に対して労働者派遣等を行う場合には、利益を得てはならな

い。



（５）本委託業務は、北海道緊急雇用創出事業臨時特例基金における地域人づくり事業を

活用して実施するものであり、緊急雇用創出推進事業補助金交付要綱等に基づき適

正に処理しなければならない。また、業務終了後は速やかに実績報告書及び苫小牧

市が求める資料を提出しなければならない。


